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去
る
四
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
に
渡
り
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭

は
多
く
の
感
動
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
て
有
意
義
な
成
果
を
納
め
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
総
裁
を
は
じ
め
と
す
る
本
会
執
行
部
の
先
生
方
や
会
員
の
皆
様

の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
支
部

を
は
じ
め
と
す
る
十
八
ヵ
国
の
国
際
部
会
員
の
皆
様
の
熱
烈
な
協
力
と
参
加
が
大
き
な

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

青
龍
殿
国
宝
青
不
動
明
王
奉
納
演
武
大
会
で
国
際
部
会
員
は
烈
火
の
ご
と
き
青
不
動

明
王
を
眼
前
に
し
て
堂
々
と
奉
納
演
武
を
捧
げ
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
伊
勢
神

宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
で
は
五
十
鈴
川
で
の
神
聖
な
手
水
に
は
じ
ま
り
、
神
楽
殿
で

の
厳
か
な
ご
祈
祷
に
続
き
、
参
集
殿
に
お
い
て
は
全
身
全
霊
を
こ
め
た
気
迫
に
あ
ふ
れ

た
奉
納
演
武
が
な
さ
れ
、
最
後
に
参
加
者
一
同
は
神
聖
な
る
御
正
宮
に
お
い
て
御
垣
内

参
拝
を
精
魂
込
め
て
体
験
し
ま
し
た
。
日
本
古
来
の
神
話
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
和
国
の
精
神
文
化
に
対
し
て
一
層
の
理
解
が
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
開
会
式

に
お
い
て
は
彬
子
女
王
殿
下
に
ご
臨
席
賜
り
、
素
晴
ら
し
い
お
言
葉
を
拝
聴
し
一
気
に

大
会
に
向
け
て
気
運
が
高
ま
り
、
引
き
続
い
て
西
脇
京
都
府
知
事
、
門
川
京
都
市
長
、

東
伏
見
総
裁
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
祝
辞
を
賜
り
参
加
者
一
同
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

旧
武
徳
殿
で
開
催
さ
れ
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭
で
は
本
部
の
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い
日

本
伝
統
武
道
の
神
髄
と
卓
越
し
た
技
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
国
際
部
の
参
加
者
に

と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
一
段
と
精
進
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
翌
日
の
国
際
部
錬
成
大
会
で
は
世
界
武
徳
祭
の
感
動
的
な
余
韻
が
残
り
、
彼
ら
の

演
武
に
も
氣
合
と
氣
迫
が
鋭
敏
に
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
本
会
会
員

と
国
際
部
会
員
の
誇
ら
し
げ
な
笑
顔
と
そ
の
達
成
感
を
共
有
し
た
喜
び
が
実
に
印
象
的

で
あ
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
く
中
、
非
常
に
厳
し
い
世
界
情
勢
を
乗
り
越
え
て

多
く
の
会
員
が
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
実
現
し
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
会
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
で
開
催
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
今
回
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
の
成
功
は
本
部
と
国
際
部
が
一
丸
と
な
っ
て
発

揮
し
た
堅
忍
不
抜
の
氣
合
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
総
合
的
な
成
果
は
言
葉
で
は
十
分
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
誰
も
が
イ
ン

ヴ
ィ
ク
タ
ス
、
即
ち
ラ
テ
ン
語
で
負
け
ざ
る
者
の
精
神
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

真
価
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
た
か
は
そ
れ
ぞ
れ
が
評
価
す
る
事
で
す
。
明
ら
か
な
こ
と

は
こ
の
世
界
武
徳
祭
が
計
り
知
れ
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
国
際
部
の
会
員
に
与
え
た
事
で

す
。
各
自
が
そ
の
熱
い
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
地
域
社
会
に
持
ち
帰
り
一
層
努
力
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

二
○
二
五
年
は
ご
存
知
の
よ
う
に
本
会
の
創
立
百
三
十
周
年
記
念
で
す
。

そ
の
大
き
な
歴
史
的
節
目
に
第
七
回
世
界
武
徳
祭
の
開
催
を
本
会
役
員
会
で
検
討
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
○
二
五
年
は
歴
史
的
な
節
目
で
あ
る
終
戦
八
十
周
年
で
す
。
本

会
が
武
道
精
神
を
通
じ
た
恒
久
的
な
世
界
平
和
と
相
互
理
解
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
信
す
る
重
要
な
年
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
会
の
未
来
へ
の

期
待
は
内
外
に
お
い
て
襲
古
還
新
を
指
標
と
し
、
た
ゆ
ま
な
く
武
徳
の
精
神
と
哲
理
を

い
か
ん
な
く
実
践
す
る
事
で
す
。
私
た
ち
の
前
に
は
常
に
多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
が
会
員
一
同
の
皆
様
の
強
い
結
束
力
で
対
応
す
れ
ば
必
ず
や
そ
の
理
想

の
成
果
は
生
ま
れ
る
と
確
信
し
ま
す
。

末
尾
に
総
裁
猊
下
を
始
め
と
す
る
本
会
会
員
の
皆
様
、
国
際
部
会
員
の
皆
様
に
は
本

会
発
展
の
た
め
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

未
来
へ
の
期
待

濱
田

　鉄
心
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Official Program of the Opening Ceremony
6th World Butoku Sai and 61st Japan Butoku Sai  in
Commemoration of 128th Anniversary of DNBK

創立128周年記念
第６回世界武徳祭・第61回全国武徳祭

開会式・祝宴会プログラム

2023年 令和5年4月28日
京都ウェスティン都ホテル 瑞穂の間
April 28, 2023  Reiwa 5th Year

Westin Miyako Hotel Mizuho no Ma Hall

主催 Sponsored by
 一般社団法人大日本武徳会 The Dai Nippon Butoku Kai
大日本武徳会国際部 DNBK International Division
日本教育文化センター アメリカＮPO法人 JECC Inc.

後援 Supported by
京都府 Kyoto Prefecture 

京都市 Kyoto City
京都新聞　Kyoto Newspaper 
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開会式式次第
Opening Ceremony Venue

１６時より開始予定　Starting time 16:00
総合司会：濱上雅子　MC: Masako Hamagami
通訳: Interpreter: Jeffrey Williams

総裁・御来賓入場　Entering of Sosai and Official Guests of Honor
開 会 式 宣 言　大会副委員長　竹田　豊　Opening Ceremony Declaration
国旗に礼　黙祷　Rei to the National Flag and Silent Prayers
国 歌 斉 唱　National Anthem
開 会 挨 拶　大会委員長　濱田鉄心　Opening Remarks  Tesshin Hamada
開 会 式 辞　大会会長　総裁　東伏見慈晃　Opening Ceremony Address 

Sosai  Higashifushimi, Jiko

来賓祝辞　　
特 別 御 来 賓　彬子女王殿下　Special Guest of Honor, 

Her Imperial Highness, Princess Akiko
京 都 府 知 事　西脇隆俊　Governor of Kyoto Prefecture, Takatoshi Nishiwaki
京 都 市 市 長　門川大作　Mayor of Kyoto City, Daisaku Kadokawa
宣　　　　誓　Pledge Declaration of Participants 
日 本 代 表　渡邊祥正　Shosei Watanabe, Japan
国 際 部 代 表　ゼッド・メコ Zed Meko, DNBK International Division
表　　　　彰　Recognitions
京都府知事賞　Kyoto Governor Award　

松本秀邦　Carl Long

京 都 市 長 賞　Kyoto Mayor Award　　　
中森茂範　Roger Payne

京 都 新 聞 賞　Kyoto Newspaper Award   
中田浩大　Ken Tallack

武 徳 栄 誉 賞　九段･十段保持者 Butoku Illustrious Merit of Honor Award
辻野正勝　Masakatsu Tsujino	 山口峻輝　Takateru Yamaguchi
柳田邦治　Kuniharu Yanagida	 杉野至寛　Yukihiro Sugino  
中田武太　Takeo Nakada	 深野良興　Yoshioki Fukoono     
前田　誠　Makoto Maeda 	 宮園國男　Kunio Miyazono     
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武徳騎士賞　Butoku Knight Award
竹田　豊、Hubert Thomas

武徳青少年育成功労賞　Butoku Dedication Award for Youth Program
上村雅彦、 Codruta Rechesan

総　裁　賞　Sosai Award
藤井正巳、Steve Mahan

理 事 長 賞　President of DNBK Award
長田順一、小松秀敏、渡邊佳代子、山田文典、北野隆雄、坂本俊一、 
北川茂、Bruce Scrivens, Pete Stinger, Kevin Walsh, 
Jean Piere Cortier, Lucien Forni, Robert Dejardin 

武徳国際平和賞　Butoku World Peace Award
DNBK ID – Kim Baylor on behalf of ID groups.

国際武徳優秀賞　International Butoku Outstanding Leadership Award
DNBK ID Official Representatives, Coordinators and Selected Dojo Heads: 
Christian Bajada, Roderick Bajada, Sylvain Berthiaume, Richard Mark, Larry 
King, Jeff Hastings, James Rooney, Mike Selvey, Jose Araujo, Danladi Whitten、
Michael Boyle 

国際武徳奨励賞　International Butoku Leadership Commending Award
High Title Holders and those individuals who made commending contributions in 
DNBK ID development for substantial period:
Robin Ramirez, John Lawton, Nigel Tew, George Lymbouris, Jeff Williams, Bruce 
Myers Jr, Pete Steinbeck, Kako Lee, Bjorn Fehr, Alain Faucher, Sun Woo 
Delneufcourt, Franz Knafl,  Shawn Zinnen, Ron Davis, Robert Davis, Lorrain 
Heilman, Steven Emmanuel, William Moore, Joseph Robert, Steve Dorion, Robert 
Tallack, Leanne Walsh, Barry Vant-Hull, Margarita O’Hargan, Zed Meko, Hollie 
Kumpaitis, Keith Rossmiller, Bruce Myers Sr, Motoya Nakamura, Sheldon Tenia, 
Michael Daniel, Chris Backus

武徳功労賞 Butoku Meritorious Service Award
山本楠城、山本勇、落合春彦、道観世宗慶、大沼州彦、花元浄一、齋木泰徳、
安藤貞夫、二又静明、東出廣志、田中天心、杉生闡祐、木下公子、松村則夫、
市村章、安藤肇、樋口友視、髙島伸幸、平林裕蔵、平松男、村上亨、渡邊祥正

閉 会 の 辞　大会委員長　濱田鉄心　Ending Remark　　Tesshin Hamada

閉 会 宣 言　大会副委員長　竹田　豊　Ending Declaration　　Yutaka Takeda
記 念 写 真　Official Commemorative Photos
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この度、創立128周年記念第６回世界武徳祭及び第61回全国武徳祭が、明治時代創

建の由緒ある、旧大日本武徳会武徳殿において盛大に開催されますことは誠に嬉しく

慶賀に堪えません。

1998年（平成10年）、第１回世界武徳祭がアメリカ合衆国ノーホーク　バージニア州

で盛大に開催され、爾来25年の歴史を刻み第６回を迎えることは、感慨無量であります。

当会は1953年（昭和28年）に戦前の大日本武徳会を継承して再開し、現在国内外に

多くの武道家が活発に活動しておりますことは、誠に喜ばしいことであります。

今日まで、多くの献身的な武道家の先生方の文字通り血の滲むご努力の結果、日本

国内はもとより、全世界に日本武道が広められました。

「技と精神を磨く」「礼節を尊び徳をもって武を修める」という武徳会の武道の精神

が、世界中の多くの方のご理解を得たものと思います。

その結果として、ここに世界18カ国500人近くの武道家のご参加を得ることができ、

日本武道を広められた先生方のご努力に敬意を表するとともに、ご参加されました世

界の武道家の皆様に心から歓迎と感謝を申し上げます。

また、本大会開催準備のため、本部を中心に全国役員の諸先生方には、大会の企画

運営等献身的なご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。

今、ロシアのウクライナ侵攻の他、世界のいたるところで宗教や民族間の紛争が絶

えない中で、日本武道に精進され同じ道を歩む人々が、相互の信頼と親交を深めあう

ことによって世界の平和に貢献できることを信じるものであります。

この大会で得た感動と友情を永く持ち続け、武道の精神と技が益々多くの人に広が

り発展していくことを強く念願いたします。

ご参加の先生方の道場の益々のご発展と、皆様のご健勝とご多幸を祈念いたします。

ご　挨　拶

総裁　東伏見　慈晃
一般社団法人大日本武徳会
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第６回世界武徳祭及び第61回全国武徳祭が世界18カ国からの参加者と共に京都旧武

徳殿において盛大に開催されます事は慶賀の至りです。

1998年に第１回世界武徳祭がアメリカ合衆国において開催されて以来、４年おきに

開催されてきました。３年前の世界的なコロナウイルス・パンデミックの為、第６回

世界武徳祭は今日まで延期されてきましたが、ようやく実現の運びとなりましたのは

多くの会員の皆様の絶大なるご支援とご協力の賜物であります。

世界各国からそれぞれに志を持つ武道家が集結し日本の伝統武道を通じて国際親善、

国際的な相互理解、そして国際平和に貢献できることは大きな喜びです。この記念す

べき歴史的な大会において共に分かち合える感動と体験は一生涯の心の宝として残る

に違いありません。

本大会において日頃鍛錬された日本伝統武道の静と動の美が存分に発揮されその神

髄と奥深さが理解されると共に相互の武道を通じた国際交流がかけがえのない友愛と

絆の礎となることを期待致します。

最後に本大会に向けて著名な方々の祝辞を頂戴し感謝の言葉もございません。本大

会の実現に向けて精力的なご尽力、ご協力賜りました皆様に対して心から厚くお礼申

し上げますと共に皆様の益々のご壮健とご活躍をお祈りいたします。

ご　挨　拶

代表理事　濱田鉄心
一般社団法人大日本武徳会



34秋季号

第６回世界武徳祭・第６１回全国武徳祭
祝宴会

ウェスティン都ホテル　瑞穂の間

令和５年４月２８日　１８時００分

主催

一般社団法人大日本武徳会

Commemorative Celebratory and Special Evening
Reception in the Sixth World Butoku Sai and 

Sixty First Japan Butoku Sai

Mizuho no Ma Banquet Room, Westin Miyako Hotel

6PM April 28, 2023

Sponsored by

The Dai Nippon Butoku Kai, 
General Incorporated Association
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祝宴会式次第
Commemorative Reception Venue

瑞穂の間 Mizuho no Ma Hall
18時開始予定 20:00 Starting

総合司会：濱上雅子 MC: Masako Hamagami
通訳：ジェフ・ウィリアムズ Interpreter: Jeffrey Williams

御来賓ご入場  Entering of Official Guests of Honor

開会挨拶　大会会長　総裁　東伏見慈晃 
Opening Remarks: Higashifushimi, Jiko, Sosai

開会祝辞　京都府知事　西脇隆俊
Congratulatory Remark: Takatoshi Nishiwaki, Governor of Kyoto Prefecture 

乾杯音頭　京都市市長　門川大作 
Kanpai Cheers: Daisaku Kadokawa, Mayor of Kyoto City 

１８：１０－１９：２０：祝宴：懇談　Dinning and socializing

１９：２０―１９：４０：春乃流　日本舞踊  Performance of 
Traditional Japanese Dance of Nihon Buyo, Hatu no Ryu

閉会の辞　大会委員長　濱田鉄心
Closing Remark:  Tesshin Hamada, Taikai Chairperson

祝宴会の閉会宣言　大会表彰副委員長　上村雅彦
Ending Declaration: Uemura Masahiko, Taikai Vice-Committee Chair 

御来賓ご退場
Departing of the Guests of Honor



二　

祝
宴
会

（
一
）
開
催
日
時

二
〇
二
三
年　

令
和
五
年
四
月
二
八
日
午
後
六
時
か
ら

（
二
）
場
所京

都
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル　

瑞
穂
の
間

（
三
）
式
次
第

御
来
賓
入
場
、開
会
挨
拶
、開
会
祝
辞
（
京
都
府
知
事
）、乾
杯
音
頭
（
京
都
市
副
市
長
）、

祝
宴
：
懇
談
、
春
乃
流　

日
本
舞
踊
、
閉
会
の
辞
、
祝
宴
会
の
閉
会
宣
言
、
御
来
賓

退
場

（
四
）
春
乃
流
日
本
舞
踊

家
元　

春
乃
櫻
香
が
平
成
一
八
年
に
若
柳
流
か
ら
京
都
で
創
流
以
来
、
京
都
東
山
、

八
坂
神
社
、
二
条
城
、
京
都
府
庁
等
で
活
躍
中

（
五
）
総
括開

会
式
の
厳
粛
さ
か
ら
雰
囲
気
は
華
麗
、
親
和
ム
ー
ド
に
変
化
し
、
武
道
を
通
じ

て
結
ば
れ
た
本
会
本
部
出
席
者
と
国
際
部
武
道
家
の
語
り
合
う
友
情
の
場
と
な
っ
た
。

祝
宴
会
後
半
に
披
露
さ
れ
た
春
乃
流
日
本
舞
踊
に
魅
了
さ
れ
た
外
国
人
か
ら
の
熱

烈
な
拍
手
か
ら
明
日
に
控
え
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭
に
向
け
た
静
か
な
闘
志
の
高
ま

り
も
感
じ
ら
れ
る
素
晴
し
い
祝
宴
と
な
っ
た
。

一　

開
会
式

（
一
）
開
催
日
時

二
〇
二
三
年　

令
和
五
年
四
月
二
八
日
午
後
四
時
か
ら

（
二
）
場
所京

都
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル　

瑞
穂
の
間

（
三
）
式
次
第

総
裁
・
御
来
賓
入
場
、
開
会
式
宣
言
、
国
旗
へ
の
礼
、
黙
祷
、
国
家
斉
唱
、
開
会
宣

言
、
開
会
式
辞
、
来
賓
挨
拶
（
特
別
御
来
賓
：
彬
子
女
王
殿
下
、
来
賓
：
西
脇
京
都

府
知
事
、
門
川
京
都
市
長
）、
宣
誓
（
日
本
代
表
、
国
際
部
代
表
）、
表
彰
（
京
都
府

知
事
賞
、
京
都
市
長
賞
、
京
都
新
聞
社
賞
、
武
徳
栄
誉
賞
、
武
徳
騎
士
賞
、
武
徳
青

少
年
育
成
功
労
賞
、
総
裁
賞
、
理
事
長
賞
、
武
徳
国
際
平
和
賞
、
国
際
武
徳
優
秀
賞
、

国
際
武
徳
奨
励
賞
、
武
徳
功
労
賞
）、
閉
会
の
辞
、
閉
会
宣
言
、
記
念
撮
影

（
四
）
総
括本

開
会
式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
き
な
試
練
を
く
ぐ
り
抜
け
、
二
〇
二
〇
年
開
催
予

定
で
あ
っ
た
本
大
会
が
、
多
く
の
国
際
部
武
道
家
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
で
き

る
こ
と
を
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

特
別
御
来
賓
と
し
て
御
成
り
賜
り
ま
し
た
彬
子
女
王
殿
下
の
御
祝
辞
の
中
に
「
戦

争
や
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
等
、
不
安
の
多
い
国
際
社
会
に
お
い
て
、
武
道
を
通
じ
て
平

和
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
古
武
道
を
現
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
や
世
界
平
和
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。」
と
の
お
言
葉

に
会
場
全
体
が
感
銘
と
と
も
に
、
気
の
引
き
締
ま
る
感
動
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
た
。

創
立
一
二
八
周
年
記
念

第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
一
回
全
国
武
徳
祭
開
会
式
・
祝
宴
会
結
果
報
告

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会　

理
事

山
田　

文
典
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ま
で
の
活
動
に
対
す
る
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
大
日

本
武
徳
会
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
主
催
者
、
御
来
賓
の
挨
拶
に
続

き
、
選
手
宣
誓
、
主
催
者
側
か
ら
大
日
本
武
徳
会
の
運
営
発
展
に
尽
力
し
、
伝
統
文
化
・
武
道

の
普
及
促
進
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
式
典
は
閉

式
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
続
き
、「
瑞
穂
の
間
」
に
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
彬
子
女
王
殿
下
の
御

臨
席
を
仰
ぎ
、
東
伏
見
慈
晃
総
裁
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
の
来
賓
祝
辞
、

門
川
大
作
京
都
市
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
ま
し
た
。
祝
宴
会
は
春
乃
流
日
本
舞
踊
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
祝
宴
に
華
を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。
終
宴
に
さ
し
か
か
る
頃
、
濱
田
鉄
心
代

表
理
事
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
祝
宴
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

女
王
殿
下
の
世
界
武
徳
祭
へ
の
御
臨
席
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
以
来
七
年
ぶ
り
二
度
目
の

御
事
と
な
り
ま
し
た
。
女
王
殿
下
に
は
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
前
に
御
着
、
玄
関
に
て
、
濱

田
鉄
心
代
表
理
事
、
渡
邊
佳
代
子
理
事
と
共
に
お
出
迎
え
し
、
館
内
へ
お
入
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
式
典
会
場
に
ご
入
場
。
女
王
殿
下
の
御
前
を
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
が
前
行
申
し
上
げ
、
御

後
に
供
奉
副
従
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
に
お
い
て
図
ら
ず
も
女
王
殿
下
の
御
前
で
供
奉

副
従
、
選
手
宣
誓
の
大
役
は
、
誠
に
恐
懼
感
激
の
極
み
、
こ
の
上
な
い
栄
誉
を
得
ら
れ
、
喜
び

と
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
畏
く
も
女
王
殿
下
へ
の
拝
謁
の
御

許
し
は
、
望
ん
で
も
叶
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
た
だ
御
縁
に
結
ば
れ
て
御
奉
仕
さ
せ

て
戴
け
た
有
り
難
さ
に
感
慨
無
量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
特
別
な
時
間
を
大
日
本
武
徳
会
の

将
来
を
担
う
世
界
各
国
の
皆
様
と
宗
教
、
信
条
、
国
籍
、
世
代
を
越
え
て
共
有
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
宣
誓
は
、
参
加
し
た
会
員
は
も
と
よ
り

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
参
加
の
叶
わ
な
か
っ
た
全
て
の
方
々
の
熱
き
思
い
を
全
身
全
霊
に
受
け
な

が
ら
、
こ
の
世
界
武
徳
祭
が
威
厳
と
誇
り
に
満
ち
た
大
会
と
な
る
よ
う
明
き
浄
き
直
き
正
し
き

真
心
を
以
て
、
国
際
部
代
表
ゼ
ッ
ド
・
メ
コ
氏
と
共
に
言
霊
込
め
て
力
強
く
宣
誓
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
日
章
旗
、
武
徳
会
旗
の
下
、
女
王
殿
下
の
凛
と
さ
れ
た
御
姿
を
拝
し
、
そ
の
面
持
は

優
美
で
温
か
く
御
前
に
居
る
自
分
は
嬉
し
さ
と
緊
張
で
心
身
が
震
え
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
、
式

典
の
間
、
神
々
し
い
幽
玄
の
世
界
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
時
空
を
越
え
た
感
覚
に
包
ま
れ
、

神
の
懐
に
抱
か
れ
た
至
福
の
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。
感
動
的
で
私
の
人
生
史
に
か
つ
て
無
い
名

状
し
難
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
女
王
殿
下
は
前
回
大
会
の
「
お
こ
と
ば
」
の
な
か
で
「
日
本

の
武
士
が
つ
な
い
で
き
た
武
道
の
こ
こ
ろ
、
礼
の
精
神
を
多
く
の
方
々
に
守
り
伝
え
ら
れ
る
こ

と
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
礼
の
精
神
は
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
、
社
会
の
秩
序
を
保

つ
た
め
の
人
と
し
て
最
も
正
し
い
倫
で
あ
る
こ
と
。
御
心
を
心
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
、
世
界

大
日
本
武
徳
会
第
六
回
世
界
武
徳
祭
な
ら
び
に
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
の
開
会
式
が
令
和

五
年
四
月
二
十
八
日
、
三
笠
宮
寛
仁
親
王
殿
下
第
一
女
子
・
彬
子
女
王
殿
下
の
御
臨
席
の
許
、

山
紫
水
明
の
都
、
京
都
東
山
に
佇
む
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
世
界
十
八
カ
国
か

ら
五
百
有
余
名
の
会
員
が
参
集
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
日
本
武
徳
会
は
、
皇
室
を
真
中
に
仰
ぎ
慕
い
来
て
、
崇
高
な
る
武
士
道
精
神
を
培
う
国
内

外
の
多
く
の
武
道
家
の
歩
み
に
よ
っ
て
伝
統
武
道
の
心
と
技
を
受
け
継
ぎ
守
り
継
ぎ
、
数
限
り

な
い
人
々
の
篤
い
祈
り
と
と
も
に
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
意
義
と
効
果
が
広
く
認
知
さ
れ
、
こ
の
た
び
世
界
武
徳
祭
の
開
催
に
あ
た
り
、
世
界
各
国
の

国
賓
公
賓
か
ら
数
多
く
の
御
祝
福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
女
王
殿
下
を
は
じ
め

御
来
賓
の
方
々
を
多
く
の
皆
様
と
共
に
お
迎
え
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
奉
賛
の
誠
心
に
よ
る
も

の
と
こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
瑞
穂
の
間
」
で
催
さ
れ
た
式
典
は
、
彬
子
女
王
殿
下
の
御
入
場
を
列
席
者
全
員
が
拍
手
で

お
迎
え
し
、
続
い
て
国
歌
を
斉
唱
い
た
し
ま
し
た
。
式
辞
で
は
大
会
会
長
の
東
伏
見
慈
晃
総
裁

か
ら
第
六
回
世
界
武
徳
祭
な
ら
び
に
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
の
式
典
を
挙
行
で
き
た
こ
と
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
大
日
本
武
徳
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
先
達
者
の
労
苦

と
武
徳
の
精
神
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
会
委
員
長
の
濱
田
鉄
心
代
表

理
事
か
ら
「
国
際
親
善
、
国
際
的
な
相
互
理
解
、
そ
し
て
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
」
と
の
力
強

い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
女
王
殿
下
は
「
お
こ
と
ば
」
の
な
か
で
、「
日
本
の
伝
統
的
な
古
武
道
を
通
じ
て
、

日
本
文
化
の
伝
承
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
世
界
平
和
や
国
際
親
善
に
寄
与
す
る
活
動
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
と
こ
と
」
と
述
べ
ら
れ
、「
大
日
本
武
徳
会
が

国
際
社
会
の
平
和
や
安
定
へ
の
積
極
的
な
貢
献
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
」
こ
と
へ
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
伝
統
武
道
の
真
の
継
承
者
と
し
て
の
世
界
中
の
武
道
家
に
深
い
感
動
と
大

き
な
希
望
、
そ
し
て
新
た
な
使
命
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
公
務
御
多
忙
な
中

を
御
出
席
い
た
だ
い
た
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
の
御
来
賓
か
ら
、
こ
れ

「
第
六
回
世
界
武
徳
祭
な
ら
び
に
第
六
十
回
全

国
武
徳
祭
開
会
式
に
参
加
し
て
」

日
本
古
武
道　

晟
慶
館

渡
邊　

祥
正
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よ
り
多
く
の
人
々
の
心
が
寄
せ
ら
れ
、
諸
民
族
の
開
放
と
和
親
と
を
図
り
、
万
邦
の
協
和
に
貢

献
し
、
世
界
平
和
の
礎
、
国
際
親
善
に
寄
与
す
る
大
愛
の
涵
養
に
つ
な
が
る
と
も
の
と
思
料
い

た
し
ま
す
。
こ
の
伝
統
を
未
来
へ
継
ぎ
伝
え
て
い
く
者
の
ひ
と
り
と
し
て
先
人
た
ち
の
思
い
を

受
け
な
が
ら
お
仕
え
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
大
き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
只
管
に
至
誠
を
尽
く
し
て
修
練
に
励
み
、
以
て
日
本
の
美
・
武
士
の
こ
こ
ろ
、
礼
の
精

神
を
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
発
展

を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
の
た
び
は
大
会
参
加
の
御
許
し
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
の
国
々
人
々
が
家
族
の
よ
う
に
心
を
許
し
、
尊
び
合
い
、
助
け
合
っ
て
い
く
方
法
な
の
だ
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
会
員
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
世

界
武
徳
祭
を
通
し
て
係
わ
り
結
ば
れ
、
美
し
い
国
日
本
の
こ
こ
ろ
高
潔
な
る
サ
ム
ラ
イ
魂
を
共

有
し
て
、
未
来
に
生
か
せ
る
子
孫
の
繁
栄
の
た
め
に
歴
世
の
祖
先
が
伝
え
繋
い
で
き
た
誇
り
あ

る
伝
統
に
則
り
、
伝
統
武
道
の
文
化
が
息
づ
く
、
こ
の
京
都
の
地
か
ら
そ
の
底
知
れ
な
い
活
力

を
世
界
に
波
動
さ
せ
る
こ
と
が
、
精
神
的
伝
統
武
道
、
日
本
人
の
遺
伝
子
の
活
力
を
現
在
そ
し

て
未
来
に
生
か
さ
れ
甦
ら
せ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
本
大
会
は
、
日
本
武
道
の
聖
地
・

京
都
旧
武
徳
殿
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
部
会
員
は
、
先
に
日
本
国
民
の
総
氏
神
と
仰

ぐ
「
天
照
大
御
神
」
を
祀
る
伊
勢
神
宮
内
宮
に
参
詣
し
、
聖
寿
の
萬
歳
と
御
皇
室
の
弥
栄
、
国

家
国
民
の
繁
栄
と
安
寧
、
そ
し
て
世
界
武
徳
祭
の
成
功
と
結
ば
れ
る
世
界
各
国
の
武
道
の
友
の

平
安
、
更
に
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
悲
惨
な
侵
略
戦

争
を
は
じ
め
国
際
紛
争
の
即
時
終
止
、
ま
た
国
内
外
の
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
併
せ
て
祈
ら
れ
、
特
別
大
々
神
楽
を
奉
納
後
、
春
の
爽
や
か
な
空

気
に
木
漏
れ
日
が
差
す
、
凛
と
し
た
空
気
の
中
で
、
御
正
宮
・
皇
大
神
宮
瑞
垣
内
に
て
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
古
武
道
演
武
大
会
が
催
さ
れ
、
演
武
の
奉
納
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
部

会
員
は
、
終
始
無
言
整
列
し
て
参
進
。
大
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
宇
治
橋
を
渡
り
、
五
十
鈴
川
に
て

身
を
浄
め
、
本
大
会
な
ら
び
に
錬
成
大
会
に
備
え
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
二
〇
二
〇
年
の
開
催
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
が
世
界
規
模
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
国
境
の
隔
た
り
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
影
響
を
与
え
、
各
国

地
域
、
社
会
活
動
が
相
次
い
で
延
期
や
中
止
に
な
り
、
大
日
本
武
徳
会
に
お
き
ま
し
て
も
延
期

と
い
う
大
き
な
決
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
延
期
決
定
後
は
、
開
催
に
向
け
て
感
染
症
の

感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
万
全
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
本

年
よ
う
や
く
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
参
加
さ
れ
る
世
界
の
方
々
を
精
い
っ

ぱ
い
の
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
例
を
想
定
し
、
全
て
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
き
め
細
か
に
幾
度
と
な
く
調
整
を
図
り
、
迅
速
な
対
応
を
心
掛
け
ら
れ
、
多
く
の
時

間
と
心
を
砕
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
努
力
が
あ
っ
て
の
大
会
の
実
現
で
あ
り
、
濱
田
代

表
理
事
を
は
じ
め
理
事
・
役
員
の
先
生
方
の
献
身
的
な
ご
活
躍
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
功
裡

で
あ
っ
た
と
実
感
い
た
し
ま
す
。
大
日
本
武
徳
会
の
今
日
に
至
る
先
人
た
ち
の
歩
み
に
思
い
を

致
し
、
永
く
重
い
歴
史
の
一
員
に
連
な
り
な
る
こ
と
が
で
き
た
幸
せ
に
万
感
の
思
い
が
込
み
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
お
い
て
先
生
方
の
適
切
な
助
言
と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
役

目
を
果
た
し
得
た
こ
と
は
誠
に
有
り
難
く
、
今
後
世
代
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
に
大
日
本
武
徳

会
の
存
在
と
歴
史
、
高
潔
な
る
武
徳
の
精
神
、
武
士
道
の
意
義
を
丁
寧
に
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
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開
会
式
後
、
各
国
演
武
が
始
ま
り
ま

し
た
。
世
界
十
八
カ
国
が
参
加
し
、
緊

張
感
の
中
、
立
派
な
演
武
が
続
き
ま
し

た
。
二
十
七
番
目
に
、
私
達
貫
心
流
の

出
番
で
し
た
。
多
く
の
観
客
の
前
で
、

大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果

が
出
せ
る
よ
う
集
中
し
演
武
し
ま
し
た
。

新
人
の
安
食
敬
太
が
半
年
間
の
練
習
の

中
、
し
っ
か
り
覚
え
演
武
し
、
全
体
の

踏
ん
張
り
の
き
い
た
演
武
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

結
果
、
団
体
の
優
秀
賞
は
貫
心
流
、

個
人
の
京
都
府
知
事
賞
は
私
、
松
本
秀

邦
、
努
力
賞
は
上
田
峻
平
で
し
た
。
大

変
良
い
成
績
を
頂
き
、
感
慨
深
く
感
じ

ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
、
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
緩
和
さ
れ
、
三
年
ぶ
り
に
盛
大
、
成
功
裡
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
貫
心
流
か
ら
、
松
本
秀
邦
、
上
田
峻
平
、
石
田
隆
、
守
山
健
三
、
安
食
敬
太
の
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
挨
拶
を
大
会
委
員
長
の
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
、
式
辞
を
東
伏
見
慈
晃
総
裁
が

さ
れ
ま
し
た
。
御
来
賓
と
し
て
、
彬
子
女
王
殿
下
、
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京
都

市
長
を
迎
え
、
盛
大
に
始
ま
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
き
、
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
気
合
が
入
り
ま
し
た
。

第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
参
加
し
て

知 

事 

賞

貫
心
流

松
本　

秀
邦

こ
の
度
は
、
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

に
日
本
武
道
石
神
剣
友
会
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
り
大
会
が
延
期
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
四
月
二
十
八
日
、
武

徳
祭
祝
宴
会
に
は
数
百
人
の
参
加
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
で
開
催
、
大
日
本
武
徳
会
の
先

生
方
は
じ
め
世
界
十
八
カ
国
よ
り
武
道
家
が
一
堂
に
会
し
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
東
伏

見
慈
晃
総
裁
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
日
本
舞
踊
拝
見
、
祝
宴
会
が
進
む

な
か
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
に
貢
献
し
た
方
々
に
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
選
任
い
た
だ
き
表
彰
の
中
に
入
り
『
武
徳
栄
誉
賞
』
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
武
道
は
戦
国
時
代
か
ら
伝
わ
り
、
身
を
守
る
技
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
、
礼
か
ら
入
り

礼
に
終
わ
る
道
徳
を
重
ん
じ
る
真
髄
を
伝
い
て
来
ま
し
た
。
今
後
は
伝
統
武
道
を
青
少
年
育
成

は
じ
め
一
般
男
女
に
真
髄
を
促
進
し
、
世
界
の
平
和
維
持
活
動
に
貢
献
出
来
る
事
を
念
願
い
た

し
ま
す
。 第

六
回
世
界
武
徳
祭
及
び

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
参
加
し
て

武
徳
栄
誉
賞

日
本
武
道
石
神
剣
友
会

代
表

深
野　

良
興

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
、
京
都
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
・
瑞
穂
の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念　

第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
開
会
式
に
於

い
て
、
御
公
務
に
て
御
成
り
を
賜
り
ま
し
た
三
笠
宮
の
彬
子
女
王
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
こ
の

度
私
は
武
徳
騎
士
賞
を
賜
り
ま
し
た
。
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
こ
の
う
え
な
い
光
栄
の
至
り
で
あ

武
徳
騎
士
賞
を
賜
る

武
徳
騎
士
賞

竹
田　
　

豊
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り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
本
会
諸
先
生
方
の
御
厚
情
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
々
代
か
ら
技
の
本
質
を
観
る
眼
を
養
う
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
、
常
々
言
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

本
質
を
観
る
眼
を
養
う
と
は
基
本
を
大
切
に
正
し
く
技
を
稽
古
鍛
錬
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

終
わ
り
な
き
道
、
更
に
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
立
派
な
大
会
を
成
功
へ
と
導
か
れ
ま
し
た
諸
先
生
方
、
並
び
に

大
会
を
成
功
に
導
い
た
濱
田
代
表
理
事
は
じ
め
諸
理
事
、
監
事
の
皆
様
方
に
お
お
い
な
る
感
謝

を
す
る
と
と
も
に
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
並
び
に
国
際
部
の
益
々
の
隆
盛
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
百
二
十
八
周
年
の
記
念
大
会
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
大
変
名
誉
あ
る
賞
を
受
け
た
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
本
当
に

意
外
で
、
私
ご
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
賞
が
頂
け
た
こ
と
に
身
が
震
え
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
私
共
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
濱
田
代
表
理
事
、
竹
田
理
事
、
山

田
理
事
、
渡
邊
理
事
、
上
村
理
事
、
中
田
理
事
、
坂
本
監
事
、
平
監
事
は
じ
め
本
部
の
先
生
方

の
お
か
げ
で
あ
る
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
道
場
は
整
備
も
不
十
分
な
中
、
会
員
全
員
の
努
力
と
真
摯
な
姿
勢
で
頂
い
た
賞

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
道
場
全
員
で
の
受
賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
の
大
会
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
海
外

の
優
れ
た
武
道
家
の
皆
様
も
参
加
さ
れ
大
変
有
意
義
な
大
会
で
あ
り
、
皆
様
方
の
演
武
に
、
感

動
し
多
く
の
も
の
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
共
、
至
誠
館
道
場
は
、
精
神
的
な
面
に
重
点
を
置
き
、
日
々
努
力
し
て
お
り
、
技
に
つ
い

て
も
状
況
を
考
え
た
歴
史
に
ま
で
遡
り
日
々
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
道
場
と
し
て
未
熟
な
域
を
脱
し
え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
し
、
お
た
が
い

が
助
け
合
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
賞
を
頂
け
た
こ
と
は

私
自
身
凄
い
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ
を
機
に
更
な
る
地
道
な
努
力
と
鍛
錬
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
当
道
場
だ
け
の
こ
と
で
な
く
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
少
し
で
も
貢
献
で
き

創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
・
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
お
い
て
総
裁
賞
を
頂
い
て

総
裁
賞

至
誠
館

藤
井　

正
巳

今
回
の
大
会
に
て
、
理
事
長
賞
受
賞
と
平
安
神
宮
で
の
奉
納
演
武
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
三
十
五
年
間
居
合
を
し
て
き
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
武
徳
会
に
入
会
し
、
入
会
後
の
初
め
て
の
武
徳
祭
に
参
加
し
て
各
種
武
道
の
神

髄
に
触
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
目
黒
先
生
が
逝
去
し
唯
心
会
の

代
表
と
し
て
責
任
を
感
じ
、
更
な
る
稽
古
に
精
進
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か

な
か
全
員
で
の
稽
古
が
で
き
な
い
中
、
目
黒
先
生
な
ら
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
と
か
、
ど
う
人
に

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
の
技
の
理
合
い
は
何
か
と
か
、
自
問
自
答
し
常
に
自
分
と
の
葛

藤
に
悩
む
日
々
で
し
た
。
今
回
の
世
界
武
徳
祭
及
び
全
国
武
徳
祭
で
、
理
事
長
賞
受
賞
と
平
安

神
宮
で
の
奉
納
演
武
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
最
終
で
は
な
く
、
更
な
る
上
を
目
指
し
た
出
発

点
で
あ
り
、
唯
心
会
と
大
日
本
武
徳
会
の
た
め
に
更
な
る
精
進
と
貢
献
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
決
意
し
、
目
黒
先
生
の
御
前
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
理
事
長
賞
を
受
賞
し
て
」

理
事
長
賞

古
武
道
唯
心
会

代
表

小
松　

秀
敏
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経
験
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
本
会
の
発
展
に
で
き
る
だ
け
寄
与
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
二
年
後
の

第
七
回
世
界
武
徳
祭
に
向
け
、
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以　

上

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
延
び
延
び
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
「
第
六
回
世
界
武
徳
祭
」「
第

六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
」
の
開
会
式
に
お
い
て
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
か
ら
理
事
長
賞
を
頂
く

栄
誉
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
日
本
伝
統
武
道
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
印
し
た
と
の
事
で
す
が
、

平
成
二
十
年
に
我
が
弓
刀
錬
心
舘
道
場
が
大
日
本
武
徳
会
の
公
認
道
場
と
し
て
登
録
を
認
め
ら

れ
、
以
降
十
五
年
間
の
活
動
実
績
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

私
は
現
在
七
十
二
歳
で
、
本
業
で
あ
る
将
棋
道
場
の
運
営
と
日
本
将
棋
連
盟
の
棋
道
師
範
、

日
本
将
棋
連
盟
大
阪
府
支
部
連
合
会
の
名
誉
会
長
、
西
日
本
将
棋
道
場
連
合
会
の
会
長
職
も
兼

任
し
て
お
り
、
弓
刀
錬
心
舘
道
場
の
運
営
指
導
に
は
片
手
間
程
度
し
か
携
わ
れ
て
は
お
り
ま
せ

ん
。こ

の
状
態
は
ま
だ
当
分
続
く
予
定
で
、
大
日
本
武
徳
会
に
は
ほ
ん
の
小
さ
な
貢
献
し
か
出
来

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
出
場
可
能
な
演
武
会
等
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

理
事
長
賞
を
受
賞
し
て弓

刀
錬
心
舘
道
場

代
表

北
川　
　

茂

こ
の
度
、
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に

国
際
部
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
学
生
の
頃
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
濱
田
鉄
心
先
生
の
門
下
生
と
し
て
空
手
道
を
修
練
い
た

し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
世
界
大
会
で
事
務
局
と
し
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
た
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
の
武
心
館
道
場
生
六
十
有
余
名
と
と
も
に
、
本
大
会
に

お
い
て
演
武
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

四
月
十
八
日
か
ら
、
武
心
館
の
皆
さ
ん
と
武
徳
殿
で
毎
日
稽
古
し
、
二
十
三
日
か
ら
は
平
安

の
森
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
こ
ん
で
彼
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
を
率
い
る

役
割
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
大
変
不
安
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
こ

ん
だ
お
か
げ
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
本
当
の
意
味
で
一
つ
に
な
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
彼

ら
も
私
と
い
う
日
本
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
、
武
道
を
通
じ
た
同
じ
目
標
を
持
つ
同
志
と
し
て

泣
き
笑
い
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、大
会
を
通
じ
て
、個
人
型
二
回
、団
体
型
二
回
の
計
四
回
演
武
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

結
果
は
、
理
事
長
賞
・
団
体
優
秀
賞
・
個
人
優
秀
賞
を
頂
戴
し
た
の
で
す
が
、
何
よ
り
も
団
体

優
秀
賞
が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
四
月
二
十
九
日
の
本
大
会
で
の
団

体
演
武
は
、
全
員
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
の
中
で
気
迫
の
こ
も
っ
た
型
を
演
武
で
き
、
み
ん

な
で
揃
っ
て
ビ
シ
ッ
と
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
翌
日
の
国
際
錬
成
大
会
で
も
、
初

め
て
一
緒
に
演
武
す
る
仲
間
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
心
が
通
じ
合
っ
て
い
れ
ば
型
も
あ
る
程

度
は
整
う
も
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
気
が
揃
う
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
彼
ら

の
情
熱
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
指
導
し
て
い
た
私
が
一
番
勉
強

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
武
道
に
対
す
る
気
概
、
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い

る
「
純
粋
に
武
道
を
愛
す
る
気
持
ち
」
を
直
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
二
週
間
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
度
は
役
員
と
し
て
青
龍
殿
に
け
る
青
不
動
明
王
奉
納
演
武
大
会
及
び
国
際
錬
成

大
会
で
Ｍ
Ｃ
を
仰
せ
つ
か
り
、
躓
き
な
が
ら
も
大
役
を
果
た
せ
た
の
は
私
に
と
っ
て
大
変
い
い

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念

第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
参
加
し
て

国
際
部

坂
本　

俊
一
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日時　 令和5年4月29日（土・祝）

　　　 午前9時00分

場所　 京都市武道センター・旧武徳殿

主催　　一般社団法人　大日本武徳会
後援　　京都府　京都市　京都新聞

第6回 世界武徳祭
第61回 全国武徳祭
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大　　会　　次　　第
◎ 平安神宮祈願祭　4月29日午前8時10分より	

平　安　神　宮

修 　 　 　 祓
玉 串 奉 納 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
奉 納 演 武 居 合 道 　 教 士 七 段 小 松 秀 敏

開　　　　　会

総 裁 ・ 来 賓 入 場
開 始 宣 言 国 際 部 進 行 委 員 長  坂 本 俊 一
優 勝 旗 の 返 還 一心無双流居合道　剣心会 山 田 文 典
個人最優秀賞杯の返還 髙　 島　 伸　 幸
演 武 上 の 注 意 大 会 検 証 委 員 長 竹 　 田 　 　 　 豊
祓 い の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 山 本 楠 城

演　　　　　武

国 際 部 演 武
本 部 古 武 道 演 武
納 め の 儀 居 合 抜 刀 術 濱 田 鉄 心

閉　　会　　式

選 手 整 列
表 彰 大 会 会 長 東 伏 見 慈 晃 総 裁
講 評 大 会 検 証 委 員 長 竹 　 田 　 　 　 豊
閉 会 の 辞 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
三 本 締 め 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
閉 会 宣 言 大 会 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典
閉 会 の 礼 大 会 進 行 委 員 長 藤 井 正 巳
記 念 撮 影

大会終了後武徳殿において記念撮影をします。　 　
※当日演武場内での携帯電話の使用禁止。場内外からの動画・カメラ等も撮影禁止。
※本会が定めた写真班が当日記録用に撮影いたします。
※本会が定めたコロナウイルス感染予防対策にご理解頂き、ご協力お願いいたします。

午前9時00分開始
総合進行委員長：藤井正巳

午後5時30分



第6回世界武徳祭・第61回全国武徳祭　表彰
団体最優秀賞

大阪府	 弓刀錬心舘道場

団体優秀賞　【七団体】
島根県	 古武道　貫心流
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会
京都府	 日本武道空手協会
三重県	 古流無双直伝英信流　神和会
石川県	 北陸連盟修童館
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法
大阪府	 日本古武道　武公館道場

団体奨励賞　【四団体】
兵庫県	 正統無双直伝英信流居合兵法　日本古武道直心会
大阪府	 神伝円心流
徳島県	 誠正館
長野県	 古武道唯心会

団体努力賞　【九団体】
愛知県	 日本戸山流居合道
大阪府	 日本古式武道協会　拳正会
京都府	 正守和道塾
大阪府	 日本古武道　誡慧塾
茨城県	 水府流
京都府	 至誠館
千葉県	 日本伝千葉一心無双流居合兵法　千葉剣心会
大阪府	 日本古武道　晟慶館
大阪府	 素心流居合抜刀術

招待団体特別賞　【五団体】
鹿児島県	 NPO法人薬丸自顕流　顕彰会
京都府	 登龍館道場
大阪府	 明心館
三重県	 新陰流兵法　碧燕会
大阪府	 関西大学体育会　古武道部

個人最優秀賞　桑原兵充杯
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法　　山本　楠城

個人賞
優秀賞　【十七名】

愛知県	 日本戸山流居合道　　成田　守
京都府	 日本武道空手協会　　道観世宗慶
大阪府	 日本古式武道協会　拳正会　　田中　天心
大阪府	 沖縄又吉古武道　光道館　大阪堺守礼館　　村山　盛哲
大阪府	 神伝円心流　　森内　一藏
京都府	 土佐伝承無双直伝英信流　理法塾　　松村　則夫
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千葉県	 双水執流武尊会　　伊藤　學
石川県	 北陸連盟修童館　　井本　敏弘
茨城県	 水府流　　落合　春彦
長野県	 古武道唯心会　　平林　裕蔵
大阪府	 日本古武道　武公館道場　　木下　公子
神奈川県	 天真正伝香取神道流　　岩田　一政
神奈川県	 天真正伝香取神道流　　樋口　勉
京都府	 至誠館　　平　松男
千葉県	 日本伝千葉一心無双流居合兵法　千葉剣心会　　村上　亨
大阪府	 日本古武道　晟慶館　　渡邊　祥正
京都府	 日本武道空手協会　　二又　静明

奨励賞　【十三名】
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　　川﨑　竹藏
京都府	 日本武道空手協会　　花元　浄一
兵庫県	 正統無双直伝英信流居合兵法　日本古武道直心会　　石本　一平
石川県	 北陸連盟修童館　　桝田　正博
京都府	 剛柔流　　渡邊　勉
大阪府	 神伝円心流　　橋本　御
大阪府	 弓刀錬心舘道場　　浦上　則國
石川県	 北陸連盟修童館　　東出　廣志
福岡県	 無双直伝英信流　　杉生　闡祐
徳島県	 誠正館　　樫野　正
大阪府	 日本古武道　誡慧塾　　樋口　友視
大阪府	 心傳流柔術　　野村　功山
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法　　山本　勇

努力賞　【二十五名】
島根県	 古武道　貫心流　　上田　俊平
愛知県	 日本戸山流　　横山　達也
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　　前田　重男
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　　小田　尚幸
京都府・滋賀県	 一心無双流居合道　剣心会　　中野　秀人
京都府	 日本武道空手協会　　安藤　貞夫
京都府	 日本武道空手協会　　佐藤　哲治
兵庫県	 正統無双直伝英信流居合兵法　日本古武道直心会　　中　恒夫
兵庫県	 正統無双直伝英信流居合兵法　日本古武道直心会　　鴻上　高
石川県	 北陸連盟修童館　　中森　順子
石川県	 北陸連盟修童館　　長田　妙子
東京都	 松濤館流　　土屋　恭之
大阪府	 日本古式武道協会拳正会　　岡田　豊
大阪府	 神伝円心流　　渡辺　円裕
大阪府	 神伝円心流　　前田　宜伸
大阪府	 弓刀錬心舘道場　　渡辺　宏
大阪府	 有馬新當流　　西村　悟
茨城県	 水府流　　落合　剣匠
長野県	 古武道唯心会　　内藤　誉
大阪府	 誠道館　虚心流居合剣法　　平田　与一
京都府	 至誠館　　沖田　茂宏
千葉県	 日本伝千葉一心無双流居合兵法　千葉剣心会　　杉原　陽一
千葉県	 講道館柔道　　藪崎　聡
大阪府	 日本古武道　武公館道場　　恩田　忍
徳島県	 誠正館　　岩井　孝夫
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㈣　

不
審
者
（
盗
撮
）
対
策

階
段
が
絶
対
防
衛
ラ
イ
ン　

上
に
上
げ
さ
せ
な
い
→
看
板
設
置

不
審
者
発
見
時
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
に
即
時
報
告
→
組
織
対
応
を
実
施

㈤　

有
事
を
想
定
し
た
対
応
要
領
の
具
体
的
検
討
（
想
定
演
習
）

負
傷
事
案

不
審
者
対
応

部
外
者
の
立
ち
見
、
撮
影
対
策

五　

実
技
研
修

㈠　

委
員
の
交
代
要
領

㈡　

演
武
時
の
礼
法

㈢　

有
事
の
際
の
対
応
要
領　

等

以
上

一　

日
時

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
（
金
）
午
前
九
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
一
時
四
十
五
分
ま
で
間

二　

場
所

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル　

愛
宕
の
間

三　

出
席
委
員
（
管
理
運
営
委
員
：
敬
称
略
）

北
野
隆
雄
、
山
本
勇
、
長
田
順
一
、
中
森
茂
範
、
田
中
天
心
、
小
田
尚
幸
、
中
野
秀
人
及

び
山
田
文
典

副
委
員
長
坂
本
俊
一
は
、
国
際
部
会
議
出
席

四　

会
議
内
容

㈠　

管
理
運
営
委
員
長
指
示
事
項

役
割
と
責
務
（
説
明
資
料
）

武
徳
殿
内
外
の
安
全
確
保

大
会
申
し
合
わ
せ
事
項
再
確
認

㈡　

委
員
配
置
表
に
基
づ
い
た
具
体
的
実
施
内
容
検
討

変
更
事
項
確
認

交
代
時
の
礼
節

固
定
班
と
流
動
班
の
連
携
強
化

㈢　

衛
生
管
理

外
国
人
用
大
型
ス
リ
ッ
パ
の
配
置

消
毒
液
の
入
り
口
設
置

扇
風
機
で
の
換
気

第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
大
会
実
行
委
員
会

会
議
管
理
運
営
委
員
検
討
結
果

山
田　

文
典
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こ
の
度
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
六
回
世
界
武
徳
祭
」「
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
」
に
お
い
て
、

弓
刀
錬
心
舘
道
場
は
団
体
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
平
成
二
十
六
年
に
第
一
回
目
の
団
体
最
優
秀
賞
を
正
統
無
双
直
伝
英
信
流
が

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
弓
刀
錬
心
舘
道
場
で
は
「
い
つ
の
日
に
か
、
あ
の
旗
を
獲
得

し
よ
う
」
を
合
言
葉
に
研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
来
単
演
が
主
体
で
あ
っ
た
居
合
道
に
、

組
太
刀
を
取
り
入
れ
、
修
練
者
に
も
見
学
者
に
も
分
か
り
易
く
理
解
が
で
き
る
工
夫
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
演
武
で
は
、
周
り
の
見
学
者
が
演
武
を
見
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
位
取

り
を
し
て
い
ま
す
。

弓
刀
錬
心
舘
道
場
の
舘
員
一
同
、
今
の
技
術
レ
ベ
ル
を
維
持
し
、
更
な
る
向
上
を
目
指
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
運
営
者
の
皆
様
に
は
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
弓
刀
錬
心
舘
道
場
の
演
武
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

創
立
百
二
十
八
周
記
念　

二
○
二
三
年
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

の
成
功
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
に
団
体
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
重
ね
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
延
期
を
重
ね
た
世
界
武
徳
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
玉
座
前
に

は
、
ご
逝
去
さ
れ
た
元
副
総
裁
桑
原
先
生
の
ご
遺
影
に
並
ん
で
多
く
の
国
際
部
武
道
家
の
遺
影

が
並
ん
で
お
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
と
戦
い
若
く
し
て
ご
逝
去
さ
れ
た
方
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
た
次
第
で
す
。
一
方
、
今
回
参
加
者
の
中
に
は
、
見
覚
え

の
あ
る
懐
か
し
い
顔
も
多
く
見
ら
れ
、
再
開
で
き
た
こ
と
を
こ
の
上
も
な
い
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
。
当
会
で
は
、
当
日
に
本
人
や
家
族
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
出
て
少
な
い
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
重
ね
た
修
練
の
結
果
を
存
分
に
発
揮
す
べ
く
し
っ
か
り
演
武
で
き
、
受
賞
に
結
び
つ
い
た

と
思
い
ま
す
。

特
に
今
回
、
礼
式
、
姿
勢
・
態
度
は
、
国
際
部
武
道
家
の
手
本
と
な
る
べ
く
取
り
組
み
ま
し
た
。

当
会
は
、
事
前
の
計
画
で
は
、
国
際
部
武
道
講
習
会
に
お
い
て
居
合
道
指
導
を
担
当
す
る
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
話
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
ろ
か

ら
、
外
国
人
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
独
自
の
稽
古
方
法
の
準
備
を
す
す
め
て
来

ま
し
た
の
で
、
第
七
回
世
界
武
徳
祭
で
は
、
是
非
、

実
施
い
た
し
た
く
熱
望
い
た
し
ま
す
。
濱
田
代
表

理
事
か
ら
「
閉
会
式
か
ら
既
に
次
の
修
練
が
始

ま
っ
て
い
る
」
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
我
々
も
休

む
こ
と
な
く
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
昇
っ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

団
体
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

最
優
秀
団
体
賞

弓
刀
錬
心
舘
道
場

代
表

北
川　
　

茂

団
体
優
秀
賞
受
賞
に
思
う

団
体
優
秀
賞

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

総
師
範

山
田　

文
典

※写真撮影時のみマスクを外しています。

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日
、
三
度
に
わ
た
る
延
期
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
を
期
し
満
を
持

し
て
開
か
れ
た
栄
え
あ
る
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全

国
武
徳
祭
に
お
い
て
、
身
に
余
る
個
人
最
優
秀
賞
を
賜
り
恐
縮
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
団
体
に

お
い
て
も
優
秀
賞
を
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
さ
に
、
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生

団
体
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

団
体
優
秀
賞

虚
心
流
居
合
剣
法
宗
家

範
士
八
段

山
本　

楠
城
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令
和
二
年
よ
り
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
も
開
催
さ
れ
、
静
ま
る
様
子
を
見
せ
て
来
ま
し
た
。

そ
こ
に
お
い
て
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳

祭
が
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
事
務
局
、
役
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
献
身
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。円

心
流
中
興
の
祖
、
小
橋
日
感
宗
家
曰
く
「
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
も
明
日
上
手
に
な

り
立
派
な
武
道
家
に
成
る
様
に
」
と
の
教
え
を
胸
に
、
円
心
流
分
家
を
允
許
さ
れ
、
神
伝
円
心

流
と
し
て
今
日
ま
で
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
大
会
に
於
て
、
団
体
奨
励
賞
と
個
人
優
秀
賞
を
頂
き
感
慨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
受
賞
を
期
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
武
道
界
の
発
展
に
精
進
努
力
を
す
る
決
意
を
新
た

に
い
た
し
ま
し
た
。

結
び
に
大
日
本
武
徳
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。 団

体
奨
励
賞
な
ら
び
に

　
　
　
個
人
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

団
体
奨
励
賞

神
伝
円
心
流

森
内　

一
藏

七
年
振
り
の
世
界
武
徳
祭
。
心
地
よ
い
緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
も
「
い
つ
も
通
り
」
の
道

場
稽
古
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
演
武
に
臨
め
た
。
松
宮
も
素
直
に
刀
が
振
れ
て
い
た
。
無
事
に
正

座
の
部
の
業
を
抜
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
た
だ
三
人
揃
っ
て
演
武
で
き
な
か
っ
た
こ

と
は
淋
し
い
思
い
で
し
た
。

演
武
団
体
最
後
の
七
班
の
検
証
員
（
検
証
席
㊁
）
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
背

後
に
人
（
海
外
か
ら
の
演
武
者
の
方
々
）
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
、
整
然
と
し
た

静
か
な
演
武
を
観
る
態
度
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
感
心
し
ま
し
た
。
彼
等
に
恭
敬
の
念
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
学
び
た
い
姿
勢
で
あ
る
と
大
い
に
反
省
し
、
ま
た
勉
強
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
で
す
。
恥
入
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

開
会
式
、
閉
会
式
で
た
く
さ
ん
の
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
の
役
員
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
苦
労
さ
ま
、
そ
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日
、
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一

回
全
国
武
徳
祭
に
お
い
て
、
図
ら
ず
も
個
人
最
優
秀
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
の
わ

が
身
と
し
て
は
、
分
不
相
応
と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
の
ご
厚
情
の
賜
と
深
く
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
三
年
三
度
の
延
期
を
経
て
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
を
期
し
満
を
持
し
て
開
か
れ
た

団
体
努
力
賞
受
賞
し
て

団
体
努
力
賞

日
本
古
武
道
誡
慧
塾

樋
口　

友
視

個
人
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

個
人
最
優
秀
賞

虚
心
流
居
合
剣
法
宗
家

範
士
八
段

山
本　

楠
城

を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
の
ご
厚
情
の
賜
で
あ
り
、
ま
た
今
後
の
精
進
へ
の
厚
い
励
ま
し
と

深
く
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
流
で
は
、
と
も
す
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
化
し
、
剣
の
理
法
か
ら
外
れ
が
ち
な
現
今
の
剣
道
等
の

状
況
に
鑑
み
、
特
に
居
合
と
剣
道
の
両
立
が
肝
要
と
考
え
、
剣
の
修
練
に
よ
る
人
格
の
修
養
と

と
も
に
、
現
代
剣
道
と
相
互
補
完
的
な
刀
法
・
体
さ
ば
き
の
研
究
・
習
得
、
な
か
ん
ず
く
、「
五

輪
書
」
に
云
う
「
刀
は
刀
の
重
さ
で
斬
る
」
等
の
研
究
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

目
標
理
念
の
高
邁
さ
、
意
気
込
み
に
較
べ
、
現
実
の
修
練
の
成
果
は
微
々
た
る
も
の
と
い
う

状
況
で
す
が
、
今
後
も
一
同
和
気
あ
い
あ
い
、
懸
命
に
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
栄
え
あ
る
世
界
武
徳
祭
に
お
い
て
、「
祓
い
の
儀
」
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
は
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
が
、
膝
を
痛
め
て
い
る
身
か
ら
し
て
も
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

結
局
、
無
の
境
地
に
は
遥
か
に
至
り
ま
せ
ん
が
、
驚
懼
疑
惑
の
四
戒
に
惑
わ
さ
れ
ず
雑
念
の

な
い
境
地
を
目
指
す
が
肝
要
と
心
得
て
、
未
熟
な
が
ら
ひ
た
す
ら
澄
ん
だ
心
で
気
力
気
迫
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
心
が
け
、
演
武
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
と
価
値
観
の
多
様
化
を
招
く
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
文
武
一
徳
の
趣

旨
に
則
り
、
武
技
の
研
磨
と
共
に
人
格
を
陶
冶
し
、
徳
育
に
貢
献
せ
ん
と
す
る
大
日
本
武
徳
会

の
存
在
、
そ
の
活
動
は
比
類
な
く
貴
重
で
す
。
大
日
本
武
徳
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
と

と
も
に
、
今
後
さ
ら
な
る
研
鑽
に
励
む
所
存
で
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
於
い
て
個
人
優
秀
賞
・
団
体
努
力
賞
を

頂
き
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
何
と
か
最
高
の
演
武
を
と
連
日
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。

仕
事
の
都
合
で
千
葉
に
転
居
し
た
関
係
上
、
奥
居
合
は
、
恩
師
故
十
一
代
宗
家
毛
利
友
彦
元

春
先
生
の
七
ミ
リ
の
動
画
を
見
な
が
ら
、
一
挙
手
一
投
足
に
目
を
凝
ら
し
て
の
稽
古
で
あ
り
ま

し
た
。
動
き
が
早
く
、
体
得
す
る
の
に
一
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
が
、
や
っ
と
の
思
い
で
今
回

の
武
徳
祭
に
間
に
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
栄
え
あ
る
賞
を
頂
き
感
無
量
で
あ
り
ま

す
。
既
に
研
鑽
の
道
は
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
技
と
精
神
の
向
上
を
目
指
し
、
会
員
一

同
と
稽
古
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

杉
原
陽
一
六
段
に
も
個
人
努
力
賞
を
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
武
徳
祭
に
際
し
、
代
表
理
事
及
び
理
事
の
先
生
方
、
事
務
局
の
方
々
の
ご
苦
労
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

個
人
優
秀
賞
・
団
体
努
力
賞
を
頂
い
て

個
人
優
秀
賞日

本
伝
千
葉
一
心
無
双
流
居
合
兵
法　

師
範

村
上　
　

亨

こ
の
度
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
が
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
大
会
開
催
の
意
義
、
重
要
性
は
計
り
知
れ
な
く

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
本
大
会
に
剣
道
形
及
び
団
体
の
居
合
演
武

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
更
に
は
個
人
優
秀
賞
ま
で
も

頂
き
、
大
変
恐
縮
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
大
会
で
強
く
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
国
際
部
メ
ン
バ
ー
諸
氏
の
気
迫
と
技

前
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
で
す
。
特
に
居
合
に
お
い
て
は
腰
の
据
わ
り
、
手
の
打
ち
の
柔
ら
か
さ

等
多
く
の
点
に
多
大
の
進
歩
が
あ
る
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。

顧
み
て
、
本
家
日
本
の
我
が
身
に
傲
り
は
な
い
か
、
甘
さ
は
な
い
か
と
の
思
い
が
過
り
、
初

心
に
戻
り
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
真
の
武
道
を
正
し
く
伝
え
る
べ
く
益
々
の
精
進
に
励
ま

な
け
れ
ば
と
心
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。

個
人
優
秀
賞
を
頂
い
て

個
人
優
秀
賞

虚
心
流
居
合
剣
法

山
本　
　

勇

創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
・
第
六
回
世
界
武
徳
祭
及
び
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
開
会
式
に

於
い
て
は
彬
子
女
王
殿
下
よ
り
、
お
祝
い
の
お
言
葉
を
賜
り
、
昭
和
の
日
に
は
、
日
本
国
が
世

界
に
誇
る
古
武
道
の
技
が
披
露
さ
れ
た
。
東
伏
見
慈
晃
総
裁
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
が
入
場
さ

れ
る
と
厳
か
な
武
徳
殿
内
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
雄
叫
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。
太
鼓
の

合
図
で
鍛
え
上
げ
た
熟
練
者
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
武
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
沖
縄
古
武
道

の
型
、
浜
比
嘉
の
釵
を
演
武
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
閉
会
式
で
は
、

個
人
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

個
人
優
秀
賞

日
本
武
道
空
手
協
会

二
又　

静
明
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そ
う
し
た
意
味
も
あ
り
、
今
回
の
武
徳
祭
は
私
自
身
に
と
っ
て
、
誠
に
意
義
深
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
世
界
武
徳
祭
は
、
世
界
の
武
道
家
と
日
本
の
武
道
家
が
互
い
に
磨
き
合
い
、
共
に

成
長
す
る
、
誠
に
得
難
い
場
で
す
。

私
は
、
次
回
の
世
界
武
徳
祭
で
の
演
武
に
向
け
て
、
今
回
戴
い
た
個
人
努
力
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
個
人
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
だ
ま
だ
努
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
肝

に
銘
じ
ま
し
た
。
振
り
返
り
み
れ
ば
空
手
道
歴
七
十
有
余
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
今

日
、
武
徳
会
の
一
員
と
し
て
在
籍
で
き
て
い
る
事
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
般
、
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
一
回
全
国

武
徳
祭
に
お
い
て
、
錚
々
た
る
先
生
方
と
と
も
に
個
人
努
力
賞
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に

光
栄
の
至
り
で
す
。
特
に
今
回
は
、
世
界
の
武
道
家
が
武
道
の
聖
地
で
あ
る
旧
武
徳
殿
に
参
集

す
る
世
界
武
徳
祭
と
い
う
場
で
の
受
賞
と
な
り
感
激
も
格
別
で
す
。

私
は
、
今
回
の
演
武
に
あ
た
り
、
正
し
い
呼
吸
と
正
し
い
姿
勢
・
目
付
け
、
無
駄
な
力
み
が

な
い
中
に
あ
っ
て
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
鋭
い
体
捌
き
と
斬
撃
、
演
武
の
終
始
を
通
し
て

瞬
き
も
せ
ず
敵
に
対
峙
す
る
集
中
力
を
切
ら
さ
な
い
こ
と
等
を
意
識
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
特
に
最
近
半
年
ほ
ど
、
自
ら
主
な
課
題
と
意
識
し
て
修
練
を
重
ね
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
指
導
を
任
さ
れ
て
い
る
道
場
に
お
い
て
仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
来
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
稽
古
の
結
果
が
、
今
回
の
努
力
賞
に
繋
が
り
、
当
会
の
団

体
優
秀
賞
受
賞
に
結
び
つ
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
こ
れ
で
目
標
に
到
達
し
た
と
は
、
ま
っ
た
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

目
指
す
べ
き
は
、
山
麓
か
ら
望
む
遥
か
な
高
み
で
雲
に
覆
わ
れ
た
山
頂
の
よ
う
で
あ
り
、
私

の
歩
み
で
果
た
し
て
辿
り
着
け
る
も
の
な
の
か
、
ま
っ
た
く
自
信
が
な
い
と
い
う
の
が
正
直
な

実
感
で
す
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
頂
上
を
目
指
し
て
歩
み
始
め
た
以
上
、
決
し
て
そ
の
頂
上
を

目
指
す
歩
み
を
止
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
堅
く
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
思
い
の
中
、
あ
ら
た
め
て
今
回
の
武
徳
祭
に
お
い
て
示
さ
れ
た
国
際
部
の
先
生

方
の
演
武
や
観
覧
の
際
の
態
度
あ
る
い
は
開
会
式
で
の
立
ち
居
振
る
舞
い
・
礼
節
を
思
い
返
す

と
、
先
生
方
の
真
摯
な
姿
勢
か
ら
は
、
私
自
身
が
今
後
、
堅
持
し
て
い
く
べ
き
気
構
え
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
努
力
賞
を
受
賞
し
て

個
人
努
力
賞

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

中
野　

秀
人
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こ
の
度
は
管
理
運
営
委
員
を
拝
命
し
、
前
日
の
打
ち
合
わ
せ
、
開
会
式
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
か
ら
閉
会
式
ま
で
の
凛
と
し
た
雰
囲
気
に
は
と
て
も
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

日
頃
の
生
活
と
は
異
な
る
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
大
会
な
ら
で

は
だ
と
思
い
ま
す
。
国
際
部
の
皆
様
の
熱
量
に
も
大
い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
心
境
に
て
形
を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て
演
武
に
臨
み

ま
し
た
が
果
た
し
て
こ
の
熱
量
に
負
け
な
い
も
の
が
出
せ
た
か
ど
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今

後
も
、
ど
こ
ま
で
も
自
分
の
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
向
き
合
っ
て
行
く
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

今
回
は
開
会
式
に
参
加
し
た
際
に
は
他
流
派
の
先
生
が
た
の
お
話
を
お
聞
き
で
き
た
こ
と
も

と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
日
々
の
生
活
も
あ
る
中
、
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
も
多
い
の
で
す
が

失
礼
が
な
け
れ
ば
ま
た
他
流
派
の
先
生
方
の
お
話
を
差
支
え
の
な
い
範
囲
で
お
聞
き
し
た
い
も

の
で
す
。

次
回
の
大
会
で
再
び
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
、
日
々
の
稽
古
に
励
み
た

く
思
い
ま
す
。

大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念　

二
○
二
三
年
第
六
回
世
界
武
徳
祭
第
六
十
一
回

全
国
武
徳
祭
が
盛
会
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
管
理
運
営
委
員
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
、
諸
先
生
、
参
加
皆
様
の
ご
協
力

の
お
陰
で
事
故
な
く
目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

延
期
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
世
界
武
徳
祭
は
、
参
加
者
が
前
回
よ
り
大
幅
に
下
回
り
は
い
た

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
進
む
本
会
の
活
気
に
満
ち
た
大
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

今
回
、
本
会
執
行
部
の
一
員
と
し
て
国
際
部
の
入
国
か
ら
一
連
の
行
事
と
し
て
四
月
二
十
五

日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
青
龍
殿
青
不
動
明
王
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
、
伊
勢
神
宮
奉

納
古
武
道
演
武
大
会
、
世
界
武
徳
祭
開
会
式
・
祝
宴
、
世
界
武
徳
祭
・
全
国
武
徳
祭
、
国
際
部

錬
成
大
会
、
お
別
れ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
会
の
目
的
で
あ
る
日
本
伝
統
武
道
の
保
存
・
継
承
と
国
際
友
好
親
善
に
向
け
た

取
組
み
で
あ
り
、
伝
え
る
我
々
と
そ
れ
を
学
ぼ
う
と
す
る
外
国
人
武
道
家
の
心
が
一
体
と
な
っ

た
と
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

特
に
本
会
が
重
点
を
置
く
「
礼
節
」
は
、
演
武
は
も
と
よ
り
、
事
前
・
事
後
全
て
に
及
び
、

熱
心
な
彼
ら
の
取
組
み
姿
勢
に
は
感
動
す
る
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
と
と
も
に
過
ご
し
た
集
大
成
と
い
え
る
世
界
武
徳
祭
に
お
い
て
、
ほ
ん
の
一
部
の
日
本

の
方
で
す
が
、
雑
談
や
屋
外
で
の
着
替
と
い
っ
た
「
残
心
」
が
無
い
行
為
が
散
見
さ
れ
、
外
国

人
武
道
家
が
ど
う
感
じ
た
か
を
思
う
と
残
念
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
の

大
き
な
反
省
事
項
で
す
。

世
界
武
徳
祭
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
第
七
回
世
界
武
徳
祭
は
、
準
備
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

尚
、
一
層
の
ご
精
進
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
六
回
世
界
武
徳
祭
、

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
参
加
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道　

剣
心
会

錬
士　

六
段

小
田　

尚
幸

「
残
心
」
の
重
要
性

　
　
　
～
管
理
運
営
委
員
長
か
ら
思
う

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
理
事　

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会　

総
師
範

山
田　

文
典

令
和
五
年
四
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

国
内
外
の
多
数
の
武
道
家
の
方
々
が
集
う
、
私
に
と
っ
て
は
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
は
、
演
武
開
始
と
終
わ
り
を
合
図
し
、
全
体
を
整
え
る
役
目
を
受
け
ま
し
た
。

視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
な
私
に
と
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
感
じ
で
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
協

力
も
あ
り
、
無
事
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
、
多
数
の
演
武
を
拝
見
し
、
大
変
参
考
と
な
り
、
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
外
の
方
々
に
引
け
を
取
ら
な
い
よ
う
、
稽
古
を
重
ね
、
技
を
磨
き
、
武
道
家
と
し
て
自

分
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

第
六
回
世
界
武
徳
祭
・

第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭
に
参
加
し
て

北
陸
連
盟　

修
童
館

荒
川　

朋
範
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こ
の
度
、
令
和
五
年
四
月
二
十
七
日
、
第
六
回
世
界
武
徳
祭
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、
諸

外
国
の
参
加
者
に
よ
る
「
伊
勢
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
の
伊
勢
神
宮
は
、
素
晴
ら
し
く
晴
れ
た
青
空
の
下
、
清
々
し
い
風
が
心
地
よ
く
、
我
々

を
心
か
ら
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
総
勢
二
百
四
十
人
余
り
の
外
国
人
が
整
然
と
列
を
な
し
、
五
十
鈴
川
に
お

け
る
手
水
に
向
か
う
行
進
は
、
早
朝
か
ら
参
拝
さ
れ
て
い
た
一
般
の
観
光
客
の
方
々
を
震
撼
さ

せ
る
ほ
ど
の
真
剣
さ
と
厳
か
さ
と
そ
し
て
気
迫
に
満
ち
溢
れ
た
も
の
で
し
た
。
参
加
者
の
期
待

と
取
組
姿
勢
が
如
実
に
表
れ
た
行
進
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

手
水
の
後
は
、
参
集
殿
で
の
開
会
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
こ
こ
で
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
Ｂ
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、Ａ
グ
ル
ー
プ
が
参
集
殿
に
け
る
奉
納
演
武
に
臨
み
、Ｂ
グ
ル
ー

プ
は
神
楽
殿
に
移
動
し
て
特
別
大
大
御
神
楽
の
ご
祈
祷
神
楽
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
奉
納
演
武
は
、
山
田
先
生
の
祓
い
の
儀
に
始
ま
り
、
米
国
の
カ
ー
ル
・
ロ
ン

グ
に
よ
る
居
合
道
な
ど
七
人
の
奉
納
演
武
、
最
後
に
上
村
先
生
に
よ
る
納
の
儀
が
能
舞
台
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
、
神
楽
殿
に
お
い
て
合
計
四
曲
の
御
神
楽
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

舞
か
ら
は
歴
史
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、両
グ
ル
ー
プ
は
交
代
し
て
、Ｂ
グ
ル
ー
プ
が
奉
納
演
武
を
行
い
ま
し
た
。
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
奉
納
演
武
は
、
平
先
生
の
祓
い
の
儀
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ン
・
タ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
空
手
道
な
ど

七
人
の
奉
納
演
武
、
渡
邊
先
生
の
納
め
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

奉
納
演
武
は
、
後
に
演
武
者
か
ら
「
こ
れ
ま
で
の
演
武
で
最
も
緊
張
し
た
。」「
御
正
宮
の
方

向
か
ら
柔
ら
か
い
風
が
吹
い
て
き
て
神
秘
的
だ
っ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
演
武
者

に
と
っ
て
も
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
見
学
者
に
と
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
験

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

参
集
殿
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
再
び
グ
ル
ー
に
分
か
れ
、
御
正
宮
で
の
御
垣
内
参
拝
と
荒
祭

宮
の
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
百
人
以
上
の
外
国
人
が
一
堂
に
参
拝
す
る
と
い
う
姿

悠
久
の
歴
史
を
刻
む
伊
勢
の
皇
大
神
宮
に
於
い
て
、
伊
勢
神
宮
内
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

が
令
和
五
年
四
月
二
十
七
日
、
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
八
年
な
ら
び
に
第
六
回
世
界
武
徳

祭
を
記
念
し
て
、
世
界
十
八
カ
国
か
ら
三
百
有
余
名
の
国
際
部
会
員
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
日
本
武
徳
会
本
部
理
事
・
役
員
な
ら
び
に
国
際
部
会
員
は
、
万
世
一
系
を
貫
く
日
本

皇
室
の
御
祖
先
の
神
と
仰
ぎ
、
日
本
国
民
の
大
御
祖
神
と
崇
め
ら
れ
る
天
照
大
御
神
を
祀
る

皇
大
神
宮
に
参
詣
し
、
内
宮
へ
の
入
口
、
神
域
を
流
れ
る
清
流
五
十
鈴
川
に
お
い
て
心
身
を
浄

め
、
特
別
大
々
神
楽
を
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
、「
国
際
親
善
、
国
際
的
な
相
互
理
解
、

そ
し
て
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
」
と
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
聖
寿
の
萬
歳
と
皇
室

の
弥
栄
、
国
家
国
民
の
繁
栄
と
安
寧
、
大
日
本
武
徳
会
の
隆
昌
発
展
、
そ
し
て
結
ば
れ
る
世
界

各
国
の
武
道
の
友
の
平
安
と
世
界
武
徳
祭
の
成
功
、
更
に
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
悲
惨
な
侵
略
戦
争
を
は
じ
め
国
際
紛
争
の
即
時
終
止
、
ま
た

国
内
外
の
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
併
せ
て
祈
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
演
武
大
会
が
参
集
殿
に
お
い
て
催
さ
れ
、
国
際
部
各
国
代
表
の
師
範
に
よ
る

演
武
の
奉
納
が
な
さ
れ
、
畏
く
も
納
め
の
儀
を
鄭
重
に
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉

第
六
回
世
界
武
徳
祭
記
念
「
伊
勢
神
宮

奉
納
古
武
道
演
武
大
会
」
実
施
結
果
報
告
書

国
際
部

坂
本　

俊
一

伊
勢
神
宮
内
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に

参
加
し
て

日
本
古
武
道　

晟
慶
館

渡
邊　

祥
正

は
お
そ
ら
く
伊
勢
神
宮
で
も
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
皆
が
整
然
と
ま
た

粛
々
と
参
拝
す
る
姿
は
、
日
本
人
の
集
団
で
は
も
は
や
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
純
粋
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
後
に
神
宮
で
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
か
ら
「
ま
た
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
参

り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
今
回
の
奉
納
演
武
大
会
が
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
の
証
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

運
営
面
で
の
反
省
点
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
、
次
回
の
世
界
武
徳
祭
で
は
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
経
験
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
早
速
準
備
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
意
義
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
奉
納
演
武
大
会
で
し
た
。
代
表
理
事

を
は
じ
め
準
備
の
段
階
か
ら
ご
苦
労
し
て
い
た
だ
い
た
事
務
局
や
役
員
の
方
々
に
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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納
演
武
終
了
後
、
大
日
本
武
徳
会
本
部
理
事
・
役

員
な
ら
び
に
国
際
部
会
員
一
同
は
、
春
の
爽
や
か

な
空
気
に
木
漏
れ
日
が
差
す
、
凛
と
し
た
空
気
の

中
、
御
正
宮
瑞
垣
内
に
て
正
式
参
拝
な
さ
れ
ま
し

た
。
国
際
部
会
員
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
、
高
潔

な
る
武
徳
の
精
神
と
厳
正
な
規
律
の
も
と
に
会
員

個
々
人
が
自
ら
目
標
を
持
ち
、
そ
の
目
標
の
実
現

に
日
々
修
練
を
重
ね
る
自
主
自
立
の
気
風
の
下
で

武
道
家
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
高
い
帰
属
意
識

を
も
っ
て
体
現
に
努
め
て
お
ら
れ
、
世
界
各
国
の

会
員
が
宗
教
、
信
条
、
国
籍
、
世
代
を
超
え
て
共

有
し
、
世
界
平
和
の
礎
、
国
際
親
善
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
洋

人
に
日
本
の
独
自
文
化
で
あ
る
武
士
道
が
西
洋
的

な
価
値
観
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
失
わ

れ
て
い
く
美
徳
を
憂
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
も

覚
え
ま
し
た
。
日
本
国
内
の
武
道
人
口
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
武
道
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
世
界
的
に
見
る
と
武

道
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
武
道
の
理
念

で
あ
る
人
間
形
成
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
受
け
入

れ
ら
れ
、
心
身
の
鍛
錬
を
通
じ
て
自
己
を
高
め
て

い
く
武
道
の
本
来
の
良
さ
を
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
武
道
人
口
が
増
え
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
伝
統
武
道
の
真
の
継
承
者

と
し
て
、
日
本
古
来
の
尚
武
の
精
神
に
由
来
す
る

心
技
一
如
の
教
え
に
則
り
、
礼
を
修
め
、
技
を
磨

き
、
身
体
を
鍛
え
、
心
胆
を
錬
る
武
道
の
特
性
を

し
っ
か
り
と
説
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
と
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
大
会
参
加
の
御
許
し

を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
五
年
度
　
第
六
回
世
界
武
徳
祭
・

国
際
部
錬
成
大
会
報
告北

陸
連
盟　

修
童
館

長
田　

順
一

武
徳
会
会
員
の
皆
様
方
に
謹
ん
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
令
和
五
年
四
月
二
十
八
日
～

四
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
世
界
武
徳
祭
・
国
際
部
錬
成
大
会
の
感
動
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

記
念
大
会
で
有
り
ま
す
の
で
会
報
「
武
徳
」
に
は
詳
細
に
開
会
式
・
武
徳
祭
・
国
際
部
錬
成

大
会
の
記
事
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。
開
会
式
で
数
多
く
の
諸
先
生
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今

日
ま
で
の
武
徳
会
運
営
に
ご
尽
力
頂
い
た
諸
先
生
方
、
武
徳
栄
誉
賞
と
し
て
九
段
・
十
段
保
持

者
の
諸
先
生
方
大
変
な
表
彰
式
で
し
た
。
私
の
人
生
経
験
の
中
で
初
め
て
の
体
験
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
式
典
を
企
画
運
営
さ
れ
ま
し
た
先
生
方
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し
て
心
よ
り
の

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。「
ア
リ
ガ
ト
ウ
・
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
」

コ
ロ
ナ
禍
で
順
延
さ
れ
て
い
た
大
会
で
す
。
待
ち
に
待
っ
た
大
会
で
す
。
国
際
部
の
皆
様
と

二
十
八
日
の
開
会
式
並
び
に
表
彰
式
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
会
場
の
都
合
も
あ
り

本
部
役
員
大
会
運
営
関
係
者
そ
し
て
長
年
大
日
本
武
徳
会
に
ご
尽
力
頂
い
た
先
生
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

海
外
の
参
加
者
も
諸
般
の
事
情
で
参
加
さ
れ
な
い
国
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
最
後
と
満

を
持
し
て
の
ご
参
加
の
方
々
が
多
数
お
い
で
ま
し
た
。
勿
論
、
日
本
に
初
参
加
の
方
々
も
お
い

で
ま
す
。

式
内
容
も
、
数
年
越
し
の
思
い
を
込
め
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
過
去
の
世
界
大
会
の

中
で
も
最
高
の
演
出
で
す
。
大
会
会
長　

東
伏
見
慈
晃
総
裁
の
開
会
式
辞
か
ら
始
ま
り
京
都
府

知
事
・
京
都
市
長
・
そ
し
て
特
別
ご
来
賓
の
皇
族
彬
子
妃
も
ご
参
加
で
緊
張
の
開
会
式
で
す
。

色
々
な
制
約
が
あ
る
な
か
、
ご
参
加
の
方
々
は
会
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
お
い
で
ま
す
。

何
よ
り
も
武
徳
会
会
員
が
会
場
の
出
入
り
時
の
礼
・
来
賓
ス
ピ
ー
チ
時
（
通
訳
対
応
）・
表

彰
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
対
応
が
見
事
で
し
た
。
私
自
身
も
特
別
の
式
典
に
参
加
し
て
い
る
と
い

う
自
覚
を
持
ち
、
背
筋
を
伸
ば
し
式
典
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
に
は
大
き
な
拍
手
、

ジ
ョ
ー
ク
に
は
笑
い
、
そ
し
て
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
高
齢
の
武
徳
祭
不
参
加
の
諸
先
生
方

へ
の
ご
挨
拶
、
近
況
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

一
九
九
八
年
、
第
一
回
世
界
武
徳
祭
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

二
十
五
年
の
歴
史
を
刻
み
ま
し
た
。

東
伏
見
慈
晃
総
裁
の
式
辞
ご
挨
拶
に
あ
り
ま
し
た
「
技
と
精
神
を
磨
く
」「
礼
節
を
尊
び
徳

を
も
っ
て
武
を
修
め
る
」
と
い
う
武
徳
会
の
武
道
の
精
神
が
大
き
く
花
開
い
た
大
会
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
も
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
よ
り
理
事
長
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
後
し
ば
ら
く
は
武
徳
会
会
員
と
し
て
大
会
参
加
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

本
部
先
生
方
、
全
国
の
先
生
方
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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第
六
回
世
界
武
徳
祭
記
念

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
報
告

渡
邊
佳
代
子

第
六
回
世
界
武
徳
祭
記
念
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
四
月
三
十
日
午
後
六
時

半
よ
り
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
瑞
穂
の
間
に
於
い
て
、
本
部
理
事
・
役
員
な
ら

び
に
国
際
部
か
ら
三
百
名
余
り
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
国
際
部
ア
メ
リ
カ
支
部
キ
ム
・
ベ
イ
ラ
ー
氏
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

ジ
ェ
フ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
が
通
訳
を
務
め
、
東
伏
見
慈
晃
総
裁
の
ご
挨
拶
、
本

部
よ
り
上
村
雅
彦
理
事
、
中
田
浩
大
理
事
、
坂
本
俊
一
監
事
、
国
際
部
よ
り
カ
ー

ル
・
ロ
ン
グ
範
士
、
ケ
ン
・
タ
ラ
ッ
ク
範
士
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
メ
イ
ハ
ン
範
士
に

よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
祝
宴

と
な
り
ま
し
た
。

学
校
法
人
瓜
生
山
学
園
京

都
芸
術
大
学
悳
炎
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
が
あ
り
、
大
盛
況

の
う
ち
に
世
界
武
徳
祭
の
一

連
の
記
念
行
事
が
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
し
た
。
国
際
部

の
会
員
は
、
お
互
い
の
健
闘

を
称
え
合
い
、
久
々
の
再
会

に
近
況
な
ど
を
語
ら
い
合
い

な
が
ら
親
睦
を
深
め
、
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。
最
後
に

濱
田
鉄
心
代
表
理
事
が
謝
辞

を
述
べ
、
さ
よ
な
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。
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私
が
大
日
本
武
徳
会
に
入
会
し
、
初
め
て
京
都
大
会
で
又
吉
真
豊
十
段
範
士
の
名
代
で
、
沖

縄
古
武
術
鎌
の
手
と
白
鶴
拳
の
形
を
演
武
し
た
の
が
、
昭
和
六
二
年
四
月
二
九
日
で
し
た
。

そ
の
年
、
沖
縄
県
支
部
が
正
式
に
承
認
さ
れ
大
日
本
武
徳
会
の
支
部
と
な
り
、
又
吉
真
豊
先

生
が
支
部
長
に
な
り
ま
し
た
。

沖
縄
で
は
、
戦
中
昭
和
十
六
年
よ
り
活
動
が
停
止
し
、
戦
後
米
国
統
治
下
の
た
め
、
戦
後
の

大
日
本
武
徳
会
に
加
入
す
る
こ
と
は
、
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
日
本
武
徳
会
に
加
入
す
る
こ
と
は
。
又
吉
真
豊
先
生
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
真
豊
先
生
の
実
父
又
吉
真
光
翁
が
、
明
治
四
一
年
七
月
京
都
武
徳
殿
に
お
い

て
、
大
日
本
武
徳
会
柔
剣
道
青
年
大
会
に
初
参
加
、
大
会
に
先
立
ち
徳
田
安
貞
が
唐
手
演
武
、

富
名
腰
義
珍
が
唐
手
、
又
吉
真
光
が
ト
ゥ
ン
ク
ワ
ー
術
を
演
武
し
ま
し
た
。

更
に
、
大
正
四
年
御
大
典
記
念
祝
賀
演
武
会
に
お
い
て
富
名
腰
義
珍
が
唐
手
形
ク
ー
シ
ャ
ン

ク
ー
、
又
吉
真
光
が
古
武
道
形
ト
ゥ
ン
ク
ワ
ー
術
と
鎌
術
を
演
武
し
ま
し
た
。

大
正
五
年
京
都
武
徳
殿
大
日
本
武
徳
会
設
立
二
十
周
年
記
念
大
演
武
大
会
に
お
い
て
、
富
名

腰
義
珍
が
唐
手
形
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
、
又
吉
真
光
が
古
武
道
形
ト
ゥ
ン
ク
ワ
ー
術
を
演
武
し
ま

し
た
。

又
吉
真
光
は
、
幼
少
よ
り
家
伝
の
唐
手
と
琉
球
王
朝
時
代
に
稽
古
さ
れ
て
い
た
武
器
術
を
実

父
真
珍
よ
り
教
授
さ
れ
、
更
に
ヌ
ン
チ
ャ
ク
術
や
ト
ゥ
ン
ク
ワ
ー
術
等
を
北
谷
村
野
里
の
伊い

礼れ
い

雲ぺ

親ー

上ち
ん

（
地じ

頭つ

代で
ぃ

真も
う

牛し
ー

）
に
学
び
、
具
志
川
村
の
武
士
安
慶
名
直
方
（
具ぐ

志し

川か
わ

照て
い
ら屋
小
ぐ
ぅ
わ
ー 

）
よ

り
櫂
術
、
鎌
術
、
釵
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
三
七
年
北
海
道
を
経
て
、
樺
太
、
満
州
、
上
海
、
福
州
、
安
南
な
ど
を
武
者

修
行
の
旅
を
続
け
、
樺
太
、
満
州
で
は
、
手
裏
剣
、
投
縄
等
を
習
得
し
、
上
海
、
福
州
、
安
南

で
は
、
少
林
武
術
を
習
得
し
ま
し
た
。
福
州
に
お
い
て
金
硬
老
師
か
ら
南
少
林
拳
法
を
伝
授
さ

れ
、
昭
和
の
初
め
の
頃
ま
で
何
度
も
渡
來
し
、
拳
法
の
極
意
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。

福
州
で
は
、
茶
商
呉
賢
貴
と
強
い
絆
が
出
来
、
清
朝
崩
壊
の
大
正
元
年
に
琉
球
へ
渡
っ
て
き

ま
し
た
。

呉
賢
貴
は
、
福
州
で
白
鶴
拳
の
正
統
継
承
者
で
、
沖
縄
の
空
手
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

武
術
家
で
す
。

大
正
十
年
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
が
沖
縄
を
初
め
て
訪
問
さ
れ
た
際
、
御
前
演
武
記
念
に
お

い
て
古
武
術
の
演
武
、
唐
手
を
宮
城
長
順
が
行
い
、
富
名
腰
義
珍
が
師
範
学
校
学
生
十
名
の
集

大
日
本
武
徳
会
沖
縄
県
支
部
の
変
遷
に
つ
い
て

大
日
本
武
徳
会
沖
縄
県
副
支
部
長

範
士
八
段

早
坂　

義
文

（
金
硬
流
唐
手
・
沖
縄
古
武
術
十
段
範
士
）

昭和六二年四月二九日　大日本武徳全国武徳祭
京都武徳殿　当時早坂錬士六段　沖縄古武術　鎌の手

昭和六二年六月五日　大日本武徳会沖縄県支部
支部長　範士　又吉真豊先生

又吉真光先生

宮
城
長
順
先
生

不
明

喜
屋
武
朝
徳
先
生

呉
賢
貴
先
生

又
吉
真
光
先
生
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団
演
武
を
指
揮
し
ま
し
た
。

昭
和
八
年
一
二
月
二
六
日
大
日
本
武
徳
会
本
部
よ
り
、
沖
縄
県
支
部
に
昇
格
し
、
同
時
に
唐

手
道
が
正
課
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
一
四
年
六
月
一
七
・
一
八
日
の
二
日
間
大
日
本
武
徳
会
会
長
林
十
郎
陸
軍
大
将
以
下
関

係
者
を
招
き
大
日
本
武
徳
会
沖
縄
県
支
部
武
徳
殿
開
殿
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
空
手
道
の
演
武
が
行
わ
れ
、
二
十
二
名
の
沖
縄
空
手
会
の
重
鎮
な
空
手
家
年
齢
順

に
形
を
演
武
し
ま
し
た
。

こ
の
演
武
の
中
に
、
沖
縄
の
古
武
道
家
を
代
表
し
て
、
又
吉
真
光
、
一
族
の
喜
屋
武
真
栄
そ

し
て
添
石
良
富
ら
が
古
武
道
の
形
を
演
武
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
沖
縄
古
武
道
は
、
武
徳
会
の
古
武
道
と
し
て
の
正
課
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
一
五
年
七
月
大
日
本
武
徳
会
本
部
に
お
い
て
沖
縄
空
手
界
か
ら
錬
士
號
が
授
与
さ
れ
る

こ
と
か
ら
又
吉
真
光
を
引
率
責
任
者
と
し
て
、
そ
の
授
与
式
に
参
列
し
た
時
の
記
念
写
真
が
、

神
奈
川
県
川
崎
市
在
住
の
真
光
先
生
の
娘
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
判
明
し
ま
し
た
。

又
吉
真
豊
は
、
真
光
の
長
男
と
し
て
大
正
一
一
年
に
那
覇
市
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
北
谷
村

で
育
ち
、
喜
屋
武
朝
徳
の
元
で
少
林
流
の
唐
手
の
指
導
を
受
け
、
更
に
城
間
眞
繁
ら
に
昔
手
の

唐
手
の
指
導
も
受
け
ま
し
た
。

実
父
真
光
の
厳
し
い
家
伝
の
武
術
修
行
と
鶴
拳
を
学
ば
せ
る
た
め
、
呉
賢
貴
に
預
け
、
全
伝

を
受
け
る
ま
で
修
行
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

終
戦
後
の
昭
和
二
二
年
真
光
は
他
界
し
、
翌
年
沖
縄
に
生
存
帰
還
し
ま
し
た
。

沖
縄
で
は
、
家
伝
の
武
術
を
広
め
る
た
め
活
動
し
、
社
団
法
人
全
沖
縄
古
武
道
連
盟
初
代
会

長
と
し
て
全
世
界
に
沖
縄
の
古
武
道
を
広
め
ま
し
た
。

昭
和
六
二
年
念
願
の
大
日
本
武
徳
会
沖
縄
県
支
部
が
認
証
さ
れ
、
初
代
支
部
長
と
し
て
全
国

武
徳
祭
に
積
極
的
に
参
加
し
、
大
日
本
武
徳
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
米
国
へ
派
遣
さ
れ
、
沖
縄

の
武
術
を
演
武
し
ま
し
た
。

平
成
九
年
又
吉
真
豊
翁
は
、
永
眠
し
ま
し
た
が
、
棺
の
中
に
は
武
徳
会
の
ブ
レ
ザ
ー
と
範
士

バ
ッ
チ
を
身
に
つ
け
荼
毘
に
付
さ
れ
ま
し
た
。

真
光
翁
の
な
し
え
な
か
っ
た
武
徳
会
の
沖
縄
古
武
道
と
し
て
の
正
課
を
息
子
真
豊
翁
は
、
実

現
、
そ
し
て
、
武
徳
殿
で
の
演
武
、
沖
縄
県
支
部
長
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

我
々
門
弟
一
同
は
、
現
在
も
大
日
本
武
徳
会
の
会
員
と
し
て
沖
縄
の
武
技
を
継
承
、
発
展
す

る
た
め
日
々
鍛
錬
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

昭和一四年六月一七・一八日
大日本武徳会沖縄県支部武徳殿開殿式
空手道演武プログラム

埼泉市覇那県縄沖

冨
名
腰
義
蒙
先
生

長
嶺
将
真
先
生

金
城
兼
盛
先
生

新
里
仁
安
先
生

小
西
康
裕
先
生

山
城
善
光
先
生

山
口
剛
玄
先
生

比
嘉
世
幸
先
生

又
吉
真
光
先
生

鈴
木
文
子
先
生

宮
里
　
浩
先
生

昭
和
一
五
年
七
月

大
日
本
武
徳
会
京
都
武
徳
殿

空
手
道
錬
士
號
授
与
式
記
念

大
日
本
武
徳
会
沖
縄
県
支
部
武
徳
殿
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